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子です！

・虐待の背景を見ると、子育てに　　

　対する不安や孤立、親自身のメ　

　ンタルヘルス不調、経済的困

　窮、働き方の問題など、保護者

　自身が抱える複雑な課題と密接

　に関連しているのでは？

・虐待によるストレスが、子ども　

　の脳の成長を妨げ、実質的に変

　形させてしまうなど、深刻な悪

　影響を及ぼす。

・子どもが虐待で命を落とすケー

　スの約４割が０歳児（厚生労働

　省より）。

・保護者がイライラを子どもにぶ

　つけたり、「しつけ」のつもり

　で暴言や体罰を与えている事も

　ある。

・「何が虐待にあたるのか」「ど

　こまでがしつけなのか」という

　基準を、保護者自身が理解する

　ことも必要。

・これまでの日本文化の中での性

　別役割分業や、女性や子どもを

　対等な人間として見ない風潮

　が、児童虐待や妻へのDV、モラ

　ハラ、性的虐待など、全ての暴

　力の根底に深く関わっているの

　では？

・「自分も一歩間違えれば虐待を

　してしまうかも」という危うさ

　を感じながら、多くの保護者が

　子育てをしている側面もあり、

　決して他人事ではない。

・「生きづらさ」「自己肯定感の

　低下」というSOSのサインは、

　「不登校」や「いじめ」という

　形で表面化するケースもあるの

　では？

坂戸市議会の
インターネッ
ト中継
（録画あり）

本市の児童虐待相談件数の過去３年間の推移は？

令和５年度は143件、令和６年度は227件、令和７年度は259件。

本市の令和７年度の児童虐待相談の内容の内訳は？

身体的虐待が49件、ネグレクトが97件、性的虐待が１件、心理的虐待が112

件。

家庭内で潜在化しやすい性的虐待などを早期発見するための、関係機関の連

携状況は？

小中学校や保育園等の教職員に要保護児童対策地域協議会（※）の研修会に

参加していただき、児童虐待対応の共通理解を深めるとともに、校長会や保

育園長会議等に赴いて、児童虐待が疑われるケースの情報収集及び通告につ

いて協力の依頼をしている。

児童虐待に関する情報が掲載されたホームページを充実させることについて

は？

「児童相談所虐待対応ダイヤル『１８９』」（※）などの相談先や、しつけ

と体罰の違い、こどもに見られる虐待のサインなどの内容を情報発信するこ

とは、児童虐待防止において効果的な方策であるため、児童虐待に関する総

合的支援のホームページを充実させる。➡

LINE相談のQRコード等を「広報さかど」や「公共施設」の目に留まりやすい

場所に掲示し、簡単に相談画面にいけるような周知の工夫についての考え

は？

「広報さかど」や、「公共施設」の掲示板等を活用し、国や県で実施してい

るLINE相談のQRコードを掲示するなど、利用者が簡単に相談先を検索出来る

よう、相談窓口の更なる周知を検討する。

母親だけでなく、父親もアンガーマネジメント（※）等を学ぶ機会を増やす

ことは？

「親子関係形成支援事業」の中で、怒りなどの気持ちをコントロールする手

法を学べることから、父親の参加が増えるよう、周知に取り組んでいく。

不登校やいじめが、家庭内の不安定さによる子どもの自己肯定感の低下に起

因するものであるという認識はあるか？

原因の一つと認識しており、複数の要因が複雑に絡み合うことも原因である

と捉えている。

子どもの権利条例（※）を制定することについての考えは？

研究していく。

本市の児童虐待対応における今後の取組は？

「こどもの笑顔が輝くまち　さかど」の実現に向け、今後も、児童虐待の早

期発見・早期対応等、各種取組に努めていく。

～子どもの未来に平和な坂戸を～

小川未奈子の

一般質問

2026年（令和８年）５月26日～６月17日
坂戸市議会６月定例会が開かれました 発行：小川みなこと歩む会

ホームページはこちらから

２０２６年
夏　第１１号

小川みなこ　坂戸

電話：070-9162-1581
メール：m.ogawa@sakadoshigikai.com

データ・

私の思い

質問1：児童虐待について　　　　　　
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※用語の
解説は
裏面へ

⇩坂戸市HP
「ストップ！　
　児童虐待」

「ストップ！児童虐待」のページが新たに　
　出来ました！
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     暴言や暴力は子どもを押さえつけるだけ。子どもは大人
をよく見ています。大人も子どもも、暴言や暴力では解決しない
事を学ぶ事が大切なのではないでしょうか？  
    また、それが平和な世の中をつくることに繋がります。Q：「要保護児童対策地域協議会」って？

A：虐待を受けている子どもなどを守るために市町村が設置する
　「地域ネットワーク」。　 医療、警察、学校、行政など、子どもに関わる様々な機関が集まり、
　情報を共有しながら協力して子どもと家庭を支援します。

Q：児童相談所虐待対応ダイヤル『１８９』とは？
A：虐待かもと思った時などに、すぐにお近くの児童相談所に通告・相談ができる全国共通の電話番号
     です。
　 通告・相談は、匿名で行うこともでき、通告・相談をした人、その内容に関する秘密は守られます。

Q：アンガーマネジメントとは？
A：1970年代にアメリカで始まった怒りの感情と上手に付き合うための心理トレーニングです。怒らない人になる　
　　ことではなく、「怒る必要のあることとないことの線引きをし、適切に表現すること」を目的としています。

Q：子どもの権利条例って何？
A：子ども（一般的に１８歳未満）が安心して自分らしく生きるための地域のルールです。国連の「子どもの権利条
　　約」をもとに、いじめや虐待からの保護や、子どもの意見を大切にするまちづくりを目指して、全国の市区町
　　村や都道府県が独自に作っています。

２０２６年７月２５日(土)河内弁護士
※8月はお休みです
　9月以降の予定はお問い合わせください

Facebook

詳細はこちらをご覧ください→

１３時～１４時　市民相談
１４時～１５時　年金相談
１５時～１７時　法律相談

無料法律相談
日常生活での悩みごとに、弁護士・社労士・税理士が無
料で相談します（要予約）

会場：坂戸市文化施設オルモ（北坂戸駅前）

※お問い合わせは小川みなこまで

坂戸社民

YouTubeで月に１回
程度動画配信中！

タウンミーティング
～次回の予定～

 　２０２６年８月７(金)
　　１０：００〜１１：３０
＠坂戸市入西地域交流センター
☆地域の困りごと・坂戸市への　
　要望など、ご意見をぜひお願
　いします

小川みなこプロフィール小川みなこプロフィール小川みなこプロフィール小川みなこプロフィール
・1982年　神奈川県横浜市生まれ
・看護師として病棟、訪問看護ステーション、高齢者デイサー 
    ビスで勤務してきました
・３人の子育て中
・2024年　坂戸市議会議員選挙初当選（１期目）
・社民党坂戸総支部代表、政策委員長
・市民団体「坂戸市政を考える会」共同代表
・市民団体「子どもの未来・学びのフォーラム」共同代表

InstagramX

２０２６年５月１３日
タウンミーティング開催

Instagram↑

子どもの未来・
　　　学びのフォーラム

子どもの未来・
学びのフォーラム
～次回の予定〜

『上映会実行委員会　準備会』
２０２６年８月２日(日)
１０：００〜１１：３０

　　＠入西地域交流センター

２０２６年７月４日
市民団体

です

SNSで、
日々の活動に
ついて発信して
います！

用語解説コーナー　　　　　　
一般質問「児童虐待について」

⇧埼玉県
「親と子ども　
　の悩みごと
　相談」
　LINE相談

原 爆 絵 画 展原 爆 絵 画 展原 爆 絵 画 展原 爆 絵 画 展
原爆絵画展坂戸・鶴ヶ島地区実行委員会主催で、『第３２
回ヒロシマ市民の描いた原爆絵画展』を坂戸市入西地域交
流センターで開催します

日時：2026年８月17日(月)～８月23日(日)
　　【８月17日】11:00～21：00まで
　　【８月18日～22日】9:00〜21:00まで
　　【８月23日】9:00～17:00まで

映画
「夢みる小学校完結編」
上映会の開催決定！

　〇日時：2026年12月27日(日)
　　【午前の部】10：30～12：00
　　【午後の部】13：30～15：00
　〇会場：入西地域交流センター

※現段階での予定です

原爆絵画展坂戸・
鶴ヶ島地区実行

委員会
ホームページ⇩

映画『夢みる
小学校 完結編』 

予告編はこちら➪

～身近な声を、市政へ～
市議会議員として、そして地域で暮らす一人の市民として、みなさまと

直接お会いしてお話しすることを何より大切にしています。
これからもみなさまの声を市政へ届け、身近で頼れる存在でいられるよ

う活動してまいります。お気軽に困りごとなどご相談ください。

詳しくはホーム
ページやチラシ
をご覧ください
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